
 

 

 

 

 

 

修学旅行を終えて（今と昔） 
 私の中学校の時の修学旅行は、３泊４日。１日目は、京都へ行って、三十三間堂、清水寺、二条城をまわって、

奈良へ移動して宿泊。２日目は、東大寺、法隆寺をまわって、京都から新幹線で東京へ向かい、三島で降りて、

バスで芦ノ湖に行き、その湖畔で宿泊。３日目は、バスで、芦ノ湖から富士山を後ろに眺めつつ箱根の関所を見

学して東京へ。バス酔いもなんのそのと、午後に松竹歌劇団（東京にあった宝塚のような舞台）、そして東京で

宿泊。４日目は。羽田空港へ行き、その前年に就航したジャンボジェット７４７を見て、その大きさに驚きなが

ら、東京駅から新幹線で京都経由、滑川まで。学年全体が同じ動きをして、学級別や班別活動といったものが無

く、時間に追われるものでした。宿泊はもちろん畳が敷いてある大部屋で、生徒ひとりに畳一枚ちょっとの計算

で布団が並べられていました。また、朝食は、折りたたみの長机が並べられていて、おかずは目玉焼きとハムぐ

らいで、年取ったおばさんが、味噌汁をやかんで汲みまわっていたのが印象的でした。 

  さて、５月１３日からの修学旅行では、疲れからくる多少の病気の生徒はいましたが、大きな問題もなく、全

員無事に帰ってくることができました。また、修学旅行の申し込み時に、保護者の方々にお願いしました携帯電

話等の持ち込みも全くありませんでした。ありがとうございました。 

 生徒達は、神戸のポートアイランド内と大阪駅前の超高級ホテルに宿泊し、夕食には洋食のコースを食べ、快

適に過ごすことができました。サンダーバードや新幹線、大型バス、タクシーで快適に移動し、広島、神戸、大

阪、京都の歴史と文化をしっかりと学ぶことができました。広島の平和公園や神戸の人と震災未来センターで戦

争や自然災害について学んだことやライオンキングの舞台のすばらしかったこと、ＧＰＳ携帯を持ちながら行っ

た神戸の班別学習や京都のタクシーでの班別学習などで友達と楽しく過ごしたことなども、生徒たちの作ってい

る「修学旅行新聞」や「修学旅行のしおり」から読み取れ、生徒それぞれにとって思い出深いものになったとい

うことが伝わってきます。 

  時代とともに、様々な変化が学校にもあります。もちろん、修学旅行もです。この２泊３日は、生徒達にとっ

て一生の宝物になったと思います。 

                                                                          ３学年主任 辰尾 信夫 
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【６月の行事予定】※予定は変更になることがあります。 

 

１３日（土）・１４日（日） 市民体育大会 

１４日（日） かづみ野音楽祭 

１６日（火） 耳鼻科検診 

１５日（月）・１６日（火） 櫟原神社祭礼 

１７日（水） 櫟原神社清掃活動 

１９日（金） 期末考査日割り発表（部活停止６月３０日まで） 

１３日（土）・２０日（土）・２１日（日） 新川地区大会 

２３日（火）～２６日（金） 教育相談 

２７日（土） 土曜授業 

２９日（月）～７月１日（水） 期末考査 

【7 月の主な行事】 

４日（土）・５日（日） 県選陸上 

１８日（土）～２０日（月） 県選手権大会 

２１日（火）～２３日（木） 保護者懇談会 

２３日（木） 給食終了 

２４日（金） 終業式 



今こそ勉強と部活動の両立を････                     
 

運動部にとっては、市民体育大会や全国大会につながる新川地区総体など大切な大会を迎える時期となり 

ました。どの部も休日を返上し、延長練習をするなどしてがんばっております。 

一方授業の学習内容はこの時期から難しくなります。課題など、その都度しっかりこなしていかないとわから

なくなってしまいます。１・２年生の学習内容を復習するために、セミナーの見直しやテキスト学習も並行して

行わなければなりません。３年生にとってはこの時期が一番の踏ん張りどきです。「必ず両立するぞ」という意

気込みで、集中して授業を受け、家庭でも毎日勉強して、部活も勉強もよい結果を残してほしいと思います。保

護者のみなさま、是非お子さんを応援してください。 

 

 

オープンハイスクール・オープンキャンパスについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目 

   

出発式                  折り鶴を奉納                 平和公園 

 

 

 広島の平和公園や平和記念資料館を見て回り、語り部の方から説明を受け、原爆の恐ろしさについて

学ぶことができました。とくに平和の灯はとても印象深く、この地球にいまだに核兵器が存在すること

を改めて感じました。この学習を通じて自分たちにできることは、核兵器の恐ろしさを次の世代に伝え、

戦争を繰り返さないことだと思います。 

７月下旬から８月を中心に、県立・私立高校のオープンハイスクール、国立高専ではオープンキャン

パスが実施されます。これは、生徒自らが体験授業や実習に参加したり、部活動見学などを行ったりす

ることにより、各校の特色ある教育活動を知るとともに、今後の進路選択に役立てていくことをねらい

としています。くわしい日程や内容については資料を参考にして確認し、積極的に参加してくださいま

すようお願いいたします。 



   

震災講話                ホテルでの食事              電車で移動中 

 

 

２日目 

   

        南京町で              歩き疲れてちょっと休憩          人と防災未来センター 

 

 

   

      ２６階でのお食事               風見鶏の館          劇団四季からホテルへ移動中 

 

 

 神戸では、町並みの美しさや食べ物の美味しさをしっかりと感じ取ることができました。劇団四季の

ライオンキングは、以前にディズニーの映画を見たことがありましたが、迫力があって素晴らしい演出

で、とても楽しかったです。 

 神戸の班別学習では、ハーバーランドの umie モザイクにある魔法の壷プリンや、南京町の中華料理

など色々なものを食べて楽しみました。２６階の高さにあるホテルのレストランで夕食も食べました。

神戸で食べたものは、どれも美味しかったです。 

 １９９５年に兵庫県で発生した阪神・淡路大震災は、六千人以上の死者と四万四千人以上の負傷者を

出しました。ですが、そのような状況でありながらも人々は助け合い、負傷者の８０％以上を救出した

のは救助隊ではなく近所に住む人々だったという話に感銘を受けました。自然災害は防ぐことはできま

せんが、備えることはできます。そのためにも、この地震で起きた事柄を風化させず、後世に語り継が

なくてはならないと思いました。 



３日目 

   

      朝食はバイキング            天満宮で合格祈願           おみやげ、買えたかな？ 

 

 

   

         清水寺              帰りのバスの中でも元気               解団式 

 

記念撮影いろいろ 

   

   

                                               修学旅行、本当に楽しかったですね！ 

 京都には、歴史や文化を感じさせる建物が数多くあります。二条城では桃山から江戸への文化の移り

変わりを見ることができ、その時代ごとの文化が感じられました。また、清水寺の柱は釘を使わない構

造で、当時の技術の高さを感じました。京都は歴史と共に文化や技術も変化していて、現在と過去の合

わさった素晴らしい場所だと思いました。 


